
  高知・杉内法子さん

　高知からは、今回、若手２
名も参加してくれました。初
参加の川村さんは、組合の必
要性がとてもよくわかったと、
そして何より中田先生の話が
とても楽しかったと言っていました。そして組合だ
けではなく、社会や経済とどんな風につながってい
るのか、その仕組みが良くわかりました。
　最終日は、初めは？な感じがしましたが、グルー
プワークをしているうちに、どんどんと理解してい
けました。組合としての行動、考え方、方法、方向。
誰に対してどの様にアプローチしていくのか、そこ
からどの様な結果を出していくのか。組合がどの様
な存在でどの様な事を考え行動しているのか知るこ
とができ、本当に良かったです。また組合活動をし
ていると、みんなが同じ考えではないので、その中
で悩み葛藤し、投げやりになったり、逃げだしてし
まいそうになる時があります…。そんな時、中田先
生の話を聞くと、頑張ってみよう、やってやるんだ！
みたいな気持ちにさせてくれますね。今回、少し元
気を頂きました。ありがとうございます。

女性第１分科会
静岡・小川杏奈さん

　初めて参加しま
した。中田先生の
講演を聞いて、や
はり「労働組合を
持ってる病院や会
社は良いな」と感
じました。なかなか一人で思ってても行
動に移せないので、団体で交渉できるの
は大きいと思います。
　ハラスメントの講演でも、休暇制度や、
匿名で相談できるところ（労働局）があ
るんだと知ることができました。話をす
るだけで解消できることもあると思うし、
労働組合など相談する場所があることは
重要だと思います。
　生理休暇など、職場の体制や、休みが
とりにくいことで諦めてる人も多いです
が、グループワークで不妊治療で休暇を
とれるなど進んでいる県の話も聞けたの
で良かったです。みんな権利があること
を知らないので、男性上司や若い人にも
学習会に参加してもらって、権利を知って、
「薬を飲んでも大丈夫じゃない」「生休を
とってもいいんだ」と権利が使いやすく
なると良いなと思います。

  富山・石田卓也さん

　富厚労で中央執行委員と青年部副部長（滑川支部
青年部長）をしています。組合活動に必要な知識を
深めるために参加させていただきました。
　講義①の「財務諸表の見方の基礎」は、貸借対照表・
損益計算書など普段関わりのないもので、大変難し
い内容でしたが、財務諸表から経営状態を読み解けるということは会側と
の交渉の際有利に進めることができる武器になると感じました。貴重な講
義をありがとうございました。

参加者インタビュー 女性第2分科会　三重・藤井有子さん

　ここ数年「介護・更年期」分科会に参加し、毎回、自分が思い込んでいた事と違う考え方を聞かせても
らえるので参加しています。
　池内さんは、さすが前衆議院議員！。話し方が上手でパワーがあり聞き入りました。昔から差別のない
社会にと言われますがまだまだあります。女のくせに、男のくせに、パートなのに、子どものくせに等々
きりがないです。この仕分けで行動が期待・規制される、今の日本はその通りだと改めて感じました。10
年程前、１人の男性から女性になりたいと告白されたことを思い出しました。「こんな自分をどう思う？」と聞かれ即答できず「自
分がそうすることで苦しみから脱出できるならいいと思うよ」としか言えませんでした。今でこそ、性別にとらわれず、自由に
生きていける世の中に向かってはいるものの当時の彼？には覚悟のいる告白だったと思います。その後、私は彼の全身の変化に
見とれつつ、ほぼ同じ女性として接し、受け容れることは難しくはありませんでした。でも当時の男性側はそうでもなかったようで、
横で見ているときつかったと思います。今ほんの少しずつ、行動の規制が緩められつつありますが、この先、適切な憲法の下、
日本国民が生きやすい社会になっていくことを願います。

「
知
は
力
」を
実
感
！

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
畑
中

剛
喜
中
央
執
行
委
員
長
は
、
社

会
問
題
化
し
て
い
る
パ
ワ
ハ
ラ

や
セ
ク
ハ
ラ
の
話
題
に
つ
い
て

触
れ
、「
福
島
で
の
パ
ワ
ハ
ラ

裁
判
を
始
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
が
職
場
の
緊
急
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
法
律
や
指
針
等
も

活
か
し
て
、
風
通
し
の
良
い
明

る
い
職
場
を
作
っ
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
全
体
の
共
通
企
画

と
し
て
、
関
西
勤
労
者
教
育
協

会
の
中
田
進
先
生
を
呼
ん
で
、

「
医
療
労
働
者

の
生
き
が
い
・

働
き
が
い
と
労

働
組
合
」
と
題

し
た
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

関
西
弁
で
繰

り
出
す
テ
ン
ポ

の
良
い
「
中
田

節
」
と
呼
ば
れ

る
先
生
の
話
術

と
、
レ
ジ
メ
に

書
き
込
み
を
誘

導
す
る
「
授
業

形
式
」
で
、
参

加
者
は
楽
し
く

情
勢
や
労
働
組

合
の
大
切
さ
に

つ
い
て
学
び
、

文
字
通
り
「
知

は
力
」
と
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
（
講
演
詳
細
は
２
面
）。

多
様
な
テ
ー
マ
で
学
習

　

そ
の
後
は
労
働
学
校
と
２
つ

の
女
性
分
科
会
に
分
か
れ
て
進

行
。
労
働
学
校
は
初
日
の
「
経

営
分
析
の
基
礎
と
財
務
諸
表
の

見
方
」
を
西
銘
秀
実
さ
ん
（
日

本
医
労
連
民
医
連
部
会
・
部
会

長
）、
翌
日
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
（
Ｃ
Ｏ
）

で
仲
間
を
作
り
、
要
求
を
実
現

し
よ
う
」
を
名
取
学
さ
ん
（
全

労
連
事
務
局
員
、Ｃ
Ｏ
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
）
を
講
師
に
、
学
び

を
深
め
ま
し
た
（
講
義
内
容
は
、

７
・
８
月
号
で
紹
介
予
定
）。

　

第
１
女
性
分
科
会
で
は
、
基

礎
学
習
を
東
京
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
部
の
大
高
和
久
里
さ

ん
に
「
セ
ク
ハ
ラ
、
マ
タ
ハ
ラ

対
策
の
基
礎
を
学
ぶ
」
と
し
て
、

パ
ン
フ
や
行
政
指
針
等
を
使
っ

て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

（
３
面
で
詳
細
記
事
）。

　

第
２
女
性
分
科
会
は
、
基
礎

学
習
で
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
か
ら
ジ
ェ

ン
ダ
ー
問
題
を
学
ぶ
」
と
し
て
、

前
衆
議
院
議
員
の
池
内
さ
お
り

さ
ん
に
、
世
界
か
ら
見
て
も
格

段
に
遅
れ
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
社
会
的
・
文
化
的
性
差
）」
格

差
の
実
態
や
問
題
点
な
ど
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
７
月

号
に
掲
載
予
定
）。

　
全
厚
労
は
、
６
月
８
〜
９
日
、
東
京
・
神
田
で
「
18
労
働

学
校
・
女
性
分
科
会
」
を
開
催
、
全
体
で
１
０
２
名
（
労
働

学
校
57
名
、
女
性
分
科
会
45
名
、
助
言
者
等
含
む
）
が
参
加

し
ま
し
た
。
女
性
集
会
を
労
働
学
校
の
中
の
企
画
と
し
て
位

置
づ
け
て
２
回
目
で
、
今
回
は
外
部
講
師
を
積
極
的
に
活
用

し
て
様
々
な
テ
ー
マ
で
幅
広
く
学
習
し
ま
し
た
。

笑いをさそう授業で楽しく学べた記念講演

  広島・吉田　博さん

　中田進先生の講義がとても
面白く、とてもわかりやすか
ったです。講演で「知は力」
という事を教わりましたが、
自分の「見かた考え方」が広
がったと思います。職場に帰
ったら、今回学んだ事を仲間に知らせて活動してい
きたいと思います。団交への組合員の参加を増やし
たいので、組合教宣部が団交の様子などをニュース
として伝えてくれていますが、個人でも僕が学んだ
事を文章にして職場に掲示していこうと思います。

18労働学校・女性分科会で学ぶ18労働学校・女性分科会で学ぶ
知って、知らせて、組織しよう知って、知らせて、組織しよう知って、知らせて、組織しよう

香川・松下伊織さん

　率直に知らない内容が多く勉強になりました。僕
は案内をみてどの内容にも興味がありましたが、特
にコミュニティーオーガナイジングで仲間を組織す
るということに今後の青年部活動に活かせるのでは
ないかと考えていました。
　今の課題は組合活動、特に青年部活動への参加者の拡大です。無関心層を
支持者、支持者を活動家にするには問題解決を共にし、誘うことが重要と言
われていました。青年部活動への参加者拡大もその通りだと思います。みん
なを誘い、その中で青年特有の悩みを共有し繋がりを深めることが大切だと
改めて感じさせられました。どういう活動が青年にとって必要かは今後も全
厚労青年委員会に参加し知識を得たいと思います。
　香厚労は今年度から支部青年委員会を開催するようになり青年活動はまだ
まだ発展途上です。今後の香厚労のためにも一人でも多く、組合に興味を持
ってもらえる人を増やしたいです。乞うご期待です！

【1面】18労働学校・女性分科会
【2面】労働学校・記念講演より
【3面】三厚労・新人歓迎会

セクハラ・マタハラ対策の基礎
http://www.zenkouro.org/

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

今号のわだい今号のわだい今号のわだい

（1） 2018年６月20日 第458号全 厚 労 ニ ュ ー ス



まるで中学の授業の様に講演して頂きました

労働組合が声を上げないと財界に押しつぶされる

真剣なまなざしで講演を聞く参加者

新組合員・青年部員が勢揃いして記念撮影

本
音
や
悩
み
が
出
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

初
対
面
の
参
加
者
で
質
問
し
合
う

ビ
ン
ゴ
で
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
を
ゲ
ッ
ト

不
利
益
取
扱
は
違
反

　

講
師
の
東
京
労
働
局
・
大

高
和
久
里
さ
ん
は
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
ま
ず
「
不
利
益
取
扱
い

の
禁
止
」（
表
）
を
念
頭
に

お
い
て
欲
し
い
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
妊
娠
・
出
産
を
し
た

こ
と
に
よ
り
、
解
雇
や
契
約

内
容
の
変
更
と
い
っ
た
不
利

益
な
取
扱
い
は
「
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
」
第
９
条
第
３

項
の
違
反
と
な
り
、
病
院
で

の
例
と
し
て
妊
娠
し
夜
勤
免

除
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
「
夜

勤
が
で
き
な
い
な
ら
パ
ー
ト

に
」
と
い
っ
た
こ
と
も
不
利

益
変
更
に
当
た
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
を

　

事
業
主
だ
け
で
な
く
直
属

の
上
司
や
同
僚
か
ら
も
マ
タ

ハ
ラ
を
受
け
る
ケ
ー
ス
は
多

く
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

を
事
業
主
は
講
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
マ
タ
ハ
ラ
で

あ
っ
て
も
、
セ
ク
ハ
ラ
で
あ

っ
て
も
、
講
ず
べ
き
防
止
措

置
の
ポ
イ
ン
ト
は
共
通
し
て

お
り
、「
事
業
主
の
方
針
の

明
確
化
」
が
重
要
で
す
。
誰

し
も
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ど

う
か
」
の
認
識
の
違
い
が
あ

る
た
め
、
こ
れ
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
だ
と
い
う
位
置
づ
け
を

明
確
に
し
て
、「
わ
が
社
は

こ
う
い
っ
た
行
為
を
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
と
し
て
い
ま
す
」「
わ

が
社
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し

た
場
合
、
就
業
規
則
に
の
っ

と
り
懲
戒
処
分
し
ま
す
」
と

い
っ
た
方
針
を
口
頭
で
は
な

く
明
文
化
し
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
マ
タ
ハ
ラ
で
は
、
事

業
主
は
妊
娠
・
出
産
に
否
定

的
な
言
動
が
マ
タ
ハ
ラ
の
原

因
や
背
景
と
な
り
得
る
こ
と
、

ま
た
制
度
等
の
利
用
が
で
き

る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
労
働

者
に
周
知
さ
せ
、
適
切
に
対

応
で
き
る
相
談
窓
口
を
定
め

る
こ
と
が
必
要
だ
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

学
習
広
め
よ
う

　

講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
「『
時
短
勤
務
は
困

る
』
な
ど
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ

と
思
わ
ず
言
っ
て
い
る
ス
タ

ッ
フ
も
多
い
」、「
う
ち
の
病

院
に
相
談
窓
口
あ
る
の
か

な
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、

学
習
す
る
事
の
重
要
さ
が
分

か
り
ま
し
た
。
労
働
組
合
で

も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
学
習
を

広
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

と
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
制

度
を
利
用
で
き
る
職
場
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
27
日
、
三
重
県
鈴
鹿

市
で
、「
三
厚
労
青
年
部
新

人
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、

１
２
７
名
（
う
ち
新
入
職
員

97
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
畑
中
中
央
執
行

委
員
長
か
ら
「
組
合
と
賃

金
・
労
働
基
準
法
」
の
教
育

講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

厚
生
連
の
基
本
理
念
や
、
労

働
組
合
の
歴
史
、
三
厚
労
で

の
母
性
保
護
月
間
で
マ
ウ
ス

パ
ッ
ド
を
配
布
し
た
取
り
組

み
や
全
厚
労
で
の
平
和
運
動

に
つ
い
て
、
ま
た
労
働
基
準

法
や
休
暇
制
度
に
つ
い
て
も

実
際
の
就
業
規
則
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
の
最
後
に
は

「
職
場
で
働
く
に
は
お
互
い

様
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
自

分
に
優
し
く
、
周
囲
に
優
し

く
を
心
が
け
て
み
て
く
だ
さ

い
」と
心
の
ケ
ア
や
「
笑
う
・

泣
く
・
寝
る
」
と
い
っ
た
ス

ト
レ
ス
解
消
法
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

元
青
年
部
員
か
ら
も
先
輩

組
合
員
と
し
て
体
験
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
が
話
さ
れ
、

元
青
年
部
長
・
斎
藤
裕
樹
さ

ん
は
自
身
が
新
人
の
と
き
同

期
に
励
ま
さ
れ
た
経
験
や
、

全
厚
労
青
年
委
員
会
で
違
う

県
の
青
年
と
労
働
条
件
や
理

想
の
看
護
な
ど
熱
い
話
を
し

た
こ
と
が
今
も
礎
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
「
先
輩
も

悩
み
が
あ
れ
ば
聞
い
て
く
れ

る
、
み
ん
な
が
仲
間
だ
と
思

っ
て
良
い
病
院
・
職
場
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
こ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

昼
食
は
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

教
室
も
兼
ね
て
行
な
わ
れ
、

最
初
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、

グ
ル
ー
プ
で
自
己
紹
介
を
し

た
り
、
先
輩
青
年
委
員
に
率

直
な
質
問
や
悩
み
を
話
し
な

が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
自
分
の
好

き
な
色
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

書
い
た
ビ
ン
ゴ
用
紙
で
ゲ
ー

ム
大
会
。
参
加
者
は
、
お
互

い
名
前
の
知
ら
な
い
相
手
で

も
用
紙
を
片
手

に
質
問
し
た
り
、

さ
れ
た
り
と
大

盛
り
上
が
り
。

表
彰
式
で
は
、

た
こ
焼
き
機
や

加
湿
器
な
ど

様
々
な
景
品
が

送
ら
れ
、
た
こ

焼
き
機
を
ゲ
ッ

ト
し
た
参
加
者

は
「
同
じ
病
棟

の
同
期
と
た
こ

焼
き
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
き
た

い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

働
き
が
い
は

　
　

健
康
で
こ
そ

　

労
働
組
合
が
あ
れ
ば
働
き

が
い
が
生
ま
れ
ま
す
。
働
い

て
嬉
し
い
と
な
れ
ば
生
き
が

い
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

長
時
間
働
い
て
人
も
少
な
く

て
休
み
も
取
れ
な
け
れ
ば
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
態
で
は
働
き
が
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
働
く
ス
タ

ッ
フ
・
自
分
自
身
が
健
康
で

こ
そ
良
い
医
療
が
出
来
る
の

で
す
。
だ
か
ら
労
働
条
件
が

大
事
で
す
。
ど
こ
の
職
場
に

も
今
の
労
働
条
件
が
あ
る
と

思
っ
た
ら
大
間
違
い
で
す
よ
。

労
働
組
合
の
先
輩
た
ち
が
勝

ち
取
っ
て
き
た
か
ら
今
の
職

場
の
労
働
条
件
が
あ
る
ん
で

す
。

　

し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
あ

る
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
で

す
。
守
っ
て
い
か
な
い
と
壊

れ
ち
ゃ
い
ま
す
。
せ
め
て
今

の
労
働
条
件
は
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
組
合
は
役
員
が
い
て

初
め
て
組
合
な
ん
で
す
。
だ

け
ど
、
結
婚
し
て
子
供
が
生

ま
れ
て
家
事
を
し
な
が
ら
役

員
を
や
る
の
は
と
て
も
大
変

で
す
よ
ね
。絶
望
的
で
す
（
会

場
笑
い
）。
で
も
、
役
員
が

い
な
い
と
組
合
は
潰
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
是
非
役

員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
役

員
に
な
っ
た
ら
必
ず
３
年
は

や
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
３
年

や
れ
ば
や
み
つ
き
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
全
国
の
仲
間
と

知
り
合
う
事
が
で
き
ま
す
。

「
役
立
つ
事
」「
成
長
」

「
生
活
と
お
金
」３
つ

そ
ろ
っ
て「
働
き
が
い
」

　

働
く
と
い
う
事
は
何
で
し

ょ
う
か
？
３
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
「
役
立
つ
事
」、
２

つ
目
は
「
自
分
自
身
の
成
長
」、

３
つ
目
は
「
生
活
」、
そ
し

て
「
お
金
」
で
す
。「
役
立
つ
」

た
め
に
は
「
技
術
」、「
知
識
」

が
必
要
で
す
。
あ
と
１
つ
必

要
な
ん
で
す
が
、
何
が
求
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
か
？

（
隣
の
人
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
体
力
や
健
康
と
い
う

意
見
が
出
ま
し
た
）
役
立
つ

た
め
に
は
「
愛
」
が
必
要
な

ん
で
す
。

　

私
の
働
く
看
護
学
校
で
生

徒
と
一
緒
に
患
者
さ
ん
に

「
ど
ん
な
看
護
師
が
い
い
で

す
か
？
」
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。「
処

置
が
上
手
い
人
」
な
ど
の
回

答
が
多
い
と
思
っ
た
ら
、
ト

ッ
プ
は
「
明
る
い
人
」で
し
た
。

気
持
ち
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。

暗
い
人
が
出
て
き
た
ら
最
悪

で
す
（
会
場
笑
い
）。

　

上
の
３
つ
を
セ
ッ
ト
で
働

い
た
ら
「
働
き
が
い
」
に
な

る
ん
で
す
。
し
か
し
、
悲
し

い
こ
と
に
こ
こ
に
は

社
会
の
仕
組
み
が
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
働
く
向
こ
う

側
に
「
利
潤
最
優

先
」
と
い
う
「
儲
け

ば
っ
か
り
」
の
考
え

方
「
資
本
主
義
」
と

い
う
仕
組
み
が
あ
り

ま
す
。
２
０
０
５
年

に
１
０
７
名
が
死
亡
、

５
６
２
名
が
負
傷
し

た
「
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線

脱
線
事
故
」
が
あ
り

ま
し
た
。
事
故
を
起
こ
し
た

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
詰
所
の
一
番

に
「
稼
ぐ
」
が
あ
る
ん
で
す
。

普
通
は
「
安
全
」で
し
ょ
。「
人

を
運
ぶ
」 Ｊ
Ｒ
で
さ
え
儲
け

る
事
が
目
的
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
。

法
人
税
減
税
の「
穴
」を

消
費
税
で
穴
埋
め

　

私
た
ち
は
財
界
が
経
済
を

握
っ
て
い
る
資
本
主
義
の
中

で
生
き
て
い
ま
す
。
国
民
か

ら
吸
い
上
げ
た
税
金
を
何
に

使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

今
皆
さ
ん
が
働
い
て
い
る
医

療
機
関
は
国
の
予
算
と
深
く

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
与
党

は
財
界
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
て
、
た
く
さ
ん
お
金
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
見
返

り
で
与
党
は
法
人
税
を
ど
ん

ど
ん
安
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

法
人
税
の
減
税
で
空
い
た

穴
を
国
民
か
ら
「
消
費
税
」

を
と
っ
て
穴
埋
め
す
る
ん
で

す
。
だ
か
ら
消
費
税
は
社
会

保
障
に
回
ら
な
い
。
皆
さ
ん

の
お
給
料
、労
働
時
間
、人
数
、

こ
れ
ら
は
全
部
医
療
の
予
算

か
ら
出
て
い
ま
す
が
、
ず
っ

と
削
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。

な
ぜ
で
す
か
？
赤
字
だ
か
ら
。

な
ぜ
赤
字
？
そ
れ
は
、
ま
と

も
に
財
界
・
企
業
か
ら
法
人

税
を
取
ら
な
い
か
ら
で
す
よ
。

　

医
療
現
場
の
ベ
ッ
ド
追
い

出
し
等
の
問
題
も
全
て
医
療

制
度
が
改
悪
さ
れ
続
け
て
い

る
か
ら
な
ん
で
す
。
予
算
が

削
ら
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
制

度
が
改
悪
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
。
そ
ん
な
中
で
働
く
労
働

者
は
働
き
が
い
も
生
き
が
い

も
奪
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
わ
か
れ
ば
ど
う

し
ま
す
か
？
た
た
か
う
し
か

な
い
で
す
よ
ね
。
し
か
し
、

１
人
で
は
到
底
た
た
か
え
ま

せ
ん
。
こ
こ
で
「
労
働
組
合
」

で
す
。
組
合
は
本
当
に
大
切

な
ん
で
す
。
あ
る
と
無
い
と

で
は
大
違
い
。
有
給
休
暇
一

つ
取
っ
て
も
組
合
が
あ
る
か

ど
う
か
で
違
い
ま
す
。
組
合

が
な
い
と
休
み
が
と
れ
ま
せ

ん
。

　

組
合
っ
て
医
療
の
邪
魔
、

経
営
の
邪
魔
を
す
る
と
思
っ

て
い
る
人
が
い
ま
す
が
そ
れ

は
違
い
ま
す
。
組
合
の
原
点

は
「
患
者
さ
ん
の
た
め
に
良

い
医
療
が
し
た
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
元
気
で
優
れ
た

ス
タ
ッ
フ
が
た
く
さ
ん
い
た

ら
安
心
・
安
全
の
医
療
が
で

き
る
ん
で
す
。

医
療
の
予
算
削
減・

制
度
改
悪
は
憲
法
違
反

　

憲
法
25
条
（
表
）で
は
「
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
」
が
保
証

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い

う
「
健
康
」
は
心
も
体
も
両

方
で
す
。
心
を
元
気
に
す
る

た
め
に
は
文
化
が
必
要
。
だ

か
ら
「
文
化
的
」
と
い
う
言

葉
が
入
っ
て
い
る
ん
だ
そ
う

で
す
。
今
自
分
の
心
を
わ
く

わ
く
さ
せ
る
文
化
は
何
で
す

か
？
（
隣
の
人
と
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
会
場
か
ら
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
映
画
な
ど
の
意

見
が
出
ま
し
た
）
文
化
を
楽

し
む
に
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
お
金
が
必

要
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
、
次

の
文
に
し
っ
か
り
書
い
て
あ

る
ん
で
す
。「
最
低
限
度
の

生
活
」
と
は
生
活
保
護
の
こ

と
で
す
。
だ
か
ら
生
活
保
護

を
も
ら
っ
て
い
る
人
は
コ
ン

サ
ー
ト
に
行
け
る
く
ら
い
の

お
金
を
も
ら
え
て
当
然
な
ん

で
す
。「
社
会
福
祉
」
は
児

童
福
祉
と
生
涯
福
祉
、「
公

衆
衛
生
」
に
は
病
院
が
含
ま

れ
ま
す
。
そ
し
て
「
向
上
及

び
増
進
」
は
「
予
算
を
増
や

し
て
制
度
を
良
く
し
な
さ

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
誰

が
？
今
の
与
党
で
す
。
ま
っ

た
く
や
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。

ど
ん
ど
ん
予
算
を
削
っ
て
い

る
ん
で
す
。
だ
か
ら
今
の
安

倍
首
相
は
明
ら
か
に
憲
法
違

反
で
す
よ
。
25
条
違
反
な
ん

で
す
。何

を
す
る
に
も

知
識
が
必
要

　

憲
法
は
全
て
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
99
条
を
見
て
く
だ

さ
い
。
権
力
を
持
つ
人
が
憲

法
を
守
る
よ
う
に
書
い
て
あ

り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
で
し

ょ
？
日
本
国
憲
法
の
99
条
は

本
当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。

総
理
を
含
む
大
臣
、
国
会
議

員
ら
は
「
戦
争
放
棄
」、「
基

本
的
人
権
」「
個
人
の
尊
重
」

「
生
存
権
」
全
て
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
27

条
を
見
て
く
だ
さ
い
。「
賃

金
」、「
就
業
時
間
」「
休
息
」、

こ
ん
な
事
も
書
い
て
あ
る
ん

で
す
。
し
か
も
法
で
定
め
な

さ
い
と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

労
働
基
準
法
で
す
。

　

資
本
主
義
に
は
次
の
よ
う

な
法
則
が
あ
り
ま
す
。
財
界

は
利
益
に
狂
っ
て
「
賃
下
げ
」

を
し
ま
す
、「
時
間
を
長
く
」

し
ま
す
、「
人
員
削
減
」
を

し
ま
す
。
こ
れ
が
資
本
家
で

す
。
ほ
っ
と
い
た
ら
規
準
は

守
り
ま
せ
ん
。
８
時
間
以
上

何
時
間
で
も
働
か
せ
よ
う
と

し
ま
す
。だ
か
ら
組
合
が
「
賃

上
げ
」、「
時
間
短
縮
」、「
増

員
要
求
」、
こ
う
い
う
こ
と

を
や
ら
な
い
と
27
条
は
書
い

て
あ
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
（
図
）。
ど
う
や
っ

た
ら
出
来
る
か
？
そ
こ
で
労

働
組
合
な
ん
で
す
。
つ
ま
り

団
結
で
す
。
そ
こ
ま
で
憲
法

に
は
書
い
て
あ
り
ま
す
。
28

条
を
見
て
く
だ
さ
い
。
団
結

す
る
権
利
、
団
体
交
渉
す
る

権
利
、
団
体
行
動
（
ス
ト
ラ

イ
キ
等
）
を
憲
法
は
保
障
し

て
い
ま
す
。

　

労
働
組
合
の
任
務
は
経
済

闘
争
・
政
治
闘
争
・
思
想
闘

争（
学
習
・
教
育
）で
す
。
使

用
者
と
の
経
済
闘
争
は
当
然

で
す
が
、
医
療
は
国
の
予
算

が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

予
算
は
内
閣
で
原
案
が
作
ら

れ
、
国
会
で
決
ま
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
そ
ん
な
予
算

お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
か
！！
」
と

声
を
あ
げ
る
政
治
闘
争
が
必

要
で
す
。
だ
け
ど
政
治
や
政

策
は
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
思
想
闘
争
が
必
要
な

ん
で
す
。
は
っ
き
り
言
っ
て
た

た
か
う
事
は
と
て
も
大
変
な

事
で
す
。
団
体
交
渉
す
る
に

も
す
ご
い
知
識
が
必
要
で
し

ょ
？
知
識
が
必
要
な
ん
で
す
。

「
無
知
は
無
力
」
な
ん
で
す
。

大
阪
弁
で
言
え
ば
「
ア
ホ
は

ア
カ
ン
」
で
す
（
会
場
笑
）。

反
対
に
「
知
は
力
」。
知
識

が
あ
れ
ば
組
合
も
強
く
な
り

人
も
増
え
ま
す
。
だ
か
ら
し

っ
か
り
勉
強
し
、
組
合
を
強

く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（表）

（図）

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
げ
て
ま
す
か
？

第
１
女
性
分
科
会

組
合
を
知
っ
て
仲
間
づ
く
り

組
合
を
知
っ
て
仲
間
づ
く
り

三
厚
労
　
　
青
年
部
新
人
研
修
会

財界

増
員

人
員
削
減

労
働
時
間
短
縮

長
時
間
労
働

賃
上
げ

賃
下
げ

労働組合

第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、
すべての生活部面について、社会福
祉、社会保障及び公衆衛生の向上及
び増進に努めなければならない。

第27条　すべて国民は、勤労の権利を有し、義
務を負ふ。賃金、就業時間、休息その
他の勤労条件に関する基準は、法律で
これを定める。児童は、これを酷使して
はならない。

第28条　勤労者の団結する権利及び団体交渉
その他の団体行動をする権利は、これ
を保障する。

第99条　天皇又は摂政及び国務大臣、国会議
員、裁判官その他の公務員は、この憲
法を尊重し擁護する義務を負ふ。

　
18
労
働
学
校
の
記
念
講
演
で
は
「
医
療
労
働
者
の
生
き
が
い
・
働
き
が

い
と
労
働
組
合
」
と
題
し
、
関
西
勤
労
者
教
育
協
会
副
会
長
の
中
田
進
先

生
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
労
働
組
合
が
あ
る
と
無
い
と
で
は
大
違

い
で
す
」
と
始
ま
っ
た
講
演
は
、
働
く
事
と
労
働
組
合
の
関
わ
り
を
参
加

者
に
わ
か
り
や
す
く
、面
白
く
伝
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。（
以
下
講
演
よ
り
）

「
知
は
力
」 

学
習
こ
そ
組
合
の
力
に

〈男女雇用機会均等法第9条第3項（抄）〉
　事業主は、その雇用する女性労働
者が妊娠したこと、出産したこと、
その他の妊娠又は出産に関する事由
であって厚生労働省で定めるものを
理由として、当該女性労働者に対し
て解雇その他不利益な取扱をしては
ならない。

〈育児・介護休業法第10条〉
　事業主は、労働者が育児休業の申
出をし、又は育児休業をしたことを
理由として、当該労働者に対して解
雇その他不利益な取扱いをしてはな
らない。

不利益取扱いの禁止不利益取扱いの禁止

（3） 2018年６月20日 第458号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2018年６月20日 第458号全 厚 労 ニ ュ ー ス



まるで中学の授業の様に講演して頂きました

労働組合が声を上げないと財界に押しつぶされる

真剣なまなざしで講演を聞く参加者

新組合員・青年部員が勢揃いして記念撮影

本
音
や
悩
み
が
出
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

初
対
面
の
参
加
者
で
質
問
し
合
う

ビ
ン
ゴ
で
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
を
ゲ
ッ
ト

不
利
益
取
扱
は
違
反

　

講
師
の
東
京
労
働
局
・
大

高
和
久
里
さ
ん
は
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
ま
ず
「
不
利
益
取
扱
い

の
禁
止
」（
表
）
を
念
頭
に

お
い
て
欲
し
い
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
妊
娠
・
出
産
を
し
た

こ
と
に
よ
り
、
解
雇
や
契
約

内
容
の
変
更
と
い
っ
た
不
利

益
な
取
扱
い
は
「
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
」
第
９
条
第
３

項
の
違
反
と
な
り
、
病
院
で

の
例
と
し
て
妊
娠
し
夜
勤
免

除
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
「
夜

勤
が
で
き
な
い
な
ら
パ
ー
ト

に
」
と
い
っ
た
こ
と
も
不
利

益
変
更
に
当
た
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
を

　

事
業
主
だ
け
で
な
く
直
属

の
上
司
や
同
僚
か
ら
も
マ
タ

ハ
ラ
を
受
け
る
ケ
ー
ス
は
多

く
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

を
事
業
主
は
講
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
マ
タ
ハ
ラ
で

あ
っ
て
も
、
セ
ク
ハ
ラ
で
あ

っ
て
も
、
講
ず
べ
き
防
止
措

置
の
ポ
イ
ン
ト
は
共
通
し
て

お
り
、「
事
業
主
の
方
針
の

明
確
化
」
が
重
要
で
す
。
誰

し
も
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ど

う
か
」
の
認
識
の
違
い
が
あ

る
た
め
、
こ
れ
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
だ
と
い
う
位
置
づ
け
を

明
確
に
し
て
、「
わ
が
社
は

こ
う
い
っ
た
行
為
を
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
と
し
て
い
ま
す
」「
わ

が
社
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し

た
場
合
、
就
業
規
則
に
の
っ

と
り
懲
戒
処
分
し
ま
す
」
と

い
っ
た
方
針
を
口
頭
で
は
な

く
明
文
化
し
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
マ
タ
ハ
ラ
で
は
、
事

業
主
は
妊
娠
・
出
産
に
否
定

的
な
言
動
が
マ
タ
ハ
ラ
の
原

因
や
背
景
と
な
り
得
る
こ
と
、

ま
た
制
度
等
の
利
用
が
で
き

る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
労
働

者
に
周
知
さ
せ
、
適
切
に
対

応
で
き
る
相
談
窓
口
を
定
め

る
こ
と
が
必
要
だ
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

学
習
広
め
よ
う

　

講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
「『
時
短
勤
務
は
困

る
』
な
ど
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ

と
思
わ
ず
言
っ
て
い
る
ス
タ

ッ
フ
も
多
い
」、「
う
ち
の
病

院
に
相
談
窓
口
あ
る
の
か

な
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、

学
習
す
る
事
の
重
要
さ
が
分

か
り
ま
し
た
。
労
働
組
合
で

も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
学
習
を

広
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

と
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
制

度
を
利
用
で
き
る
職
場
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
27
日
、
三
重
県
鈴
鹿

市
で
、「
三
厚
労
青
年
部
新

人
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、

１
２
７
名
（
う
ち
新
入
職
員

97
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
畑
中
中
央
執
行

委
員
長
か
ら
「
組
合
と
賃

金
・
労
働
基
準
法
」
の
教
育

講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

厚
生
連
の
基
本
理
念
や
、
労

働
組
合
の
歴
史
、
三
厚
労
で

の
母
性
保
護
月
間
で
マ
ウ
ス

パ
ッ
ド
を
配
布
し
た
取
り
組

み
や
全
厚
労
で
の
平
和
運
動

に
つ
い
て
、
ま
た
労
働
基
準

法
や
休
暇
制
度
に
つ
い
て
も

実
際
の
就
業
規
則
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
の
最
後
に
は

「
職
場
で
働
く
に
は
お
互
い

様
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
自

分
に
優
し
く
、
周
囲
に
優
し

く
を
心
が
け
て
み
て
く
だ
さ

い
」と
心
の
ケ
ア
や
「
笑
う
・

泣
く
・
寝
る
」
と
い
っ
た
ス

ト
レ
ス
解
消
法
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

元
青
年
部
員
か
ら
も
先
輩

組
合
員
と
し
て
体
験
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
が
話
さ
れ
、

元
青
年
部
長
・
斎
藤
裕
樹
さ

ん
は
自
身
が
新
人
の
と
き
同

期
に
励
ま
さ
れ
た
経
験
や
、

全
厚
労
青
年
委
員
会
で
違
う

県
の
青
年
と
労
働
条
件
や
理

想
の
看
護
な
ど
熱
い
話
を
し

た
こ
と
が
今
も
礎
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
「
先
輩
も

悩
み
が
あ
れ
ば
聞
い
て
く
れ

る
、
み
ん
な
が
仲
間
だ
と
思

っ
て
良
い
病
院
・
職
場
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
こ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

昼
食
は
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

教
室
も
兼
ね
て
行
な
わ
れ
、

最
初
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、

グ
ル
ー
プ
で
自
己
紹
介
を
し

た
り
、
先
輩
青
年
委
員
に
率

直
な
質
問
や
悩
み
を
話
し
な

が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
自
分
の
好

き
な
色
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

書
い
た
ビ
ン
ゴ
用
紙
で
ゲ
ー

ム
大
会
。
参
加
者
は
、
お
互

い
名
前
の
知
ら
な
い
相
手
で

も
用
紙
を
片
手

に
質
問
し
た
り
、

さ
れ
た
り
と
大

盛
り
上
が
り
。

表
彰
式
で
は
、

た
こ
焼
き
機
や

加
湿
器
な
ど

様
々
な
景
品
が

送
ら
れ
、
た
こ

焼
き
機
を
ゲ
ッ

ト
し
た
参
加
者

は
「
同
じ
病
棟

の
同
期
と
た
こ

焼
き
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
き
た

い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

働
き
が
い
は

　
　

健
康
で
こ
そ

　

労
働
組
合
が
あ
れ
ば
働
き

が
い
が
生
ま
れ
ま
す
。
働
い

て
嬉
し
い
と
な
れ
ば
生
き
が

い
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

長
時
間
働
い
て
人
も
少
な
く

て
休
み
も
取
れ
な
け
れ
ば
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
態
で
は
働
き
が
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
働
く
ス
タ

ッ
フ
・
自
分
自
身
が
健
康
で

こ
そ
良
い
医
療
が
出
来
る
の

で
す
。
だ
か
ら
労
働
条
件
が

大
事
で
す
。
ど
こ
の
職
場
に

も
今
の
労
働
条
件
が
あ
る
と

思
っ
た
ら
大
間
違
い
で
す
よ
。

労
働
組
合
の
先
輩
た
ち
が
勝

ち
取
っ
て
き
た
か
ら
今
の
職

場
の
労
働
条
件
が
あ
る
ん
で

す
。

　

し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
あ

る
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
で

す
。
守
っ
て
い
か
な
い
と
壊

れ
ち
ゃ
い
ま
す
。
せ
め
て
今

の
労
働
条
件
は
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
組
合
は
役
員
が
い
て

初
め
て
組
合
な
ん
で
す
。
だ

け
ど
、
結
婚
し
て
子
供
が
生

ま
れ
て
家
事
を
し
な
が
ら
役

員
を
や
る
の
は
と
て
も
大
変

で
す
よ
ね
。絶
望
的
で
す
（
会

場
笑
い
）。
で
も
、
役
員
が

い
な
い
と
組
合
は
潰
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
是
非
役

員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
役

員
に
な
っ
た
ら
必
ず
３
年
は

や
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
３
年

や
れ
ば
や
み
つ
き
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
全
国
の
仲
間
と

知
り
合
う
事
が
で
き
ま
す
。

「
役
立
つ
事
」「
成
長
」

「
生
活
と
お
金
」３
つ

そ
ろ
っ
て「
働
き
が
い
」

　

働
く
と
い
う
事
は
何
で
し

ょ
う
か
？
３
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
「
役
立
つ
事
」、
２

つ
目
は
「
自
分
自
身
の
成
長
」、

３
つ
目
は
「
生
活
」、
そ
し

て
「
お
金
」
で
す
。「
役
立
つ
」

た
め
に
は
「
技
術
」、「
知
識
」

が
必
要
で
す
。
あ
と
１
つ
必

要
な
ん
で
す
が
、
何
が
求
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
か
？

（
隣
の
人
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
体
力
や
健
康
と
い
う

意
見
が
出
ま
し
た
）
役
立
つ

た
め
に
は
「
愛
」
が
必
要
な

ん
で
す
。

　

私
の
働
く
看
護
学
校
で
生

徒
と
一
緒
に
患
者
さ
ん
に

「
ど
ん
な
看
護
師
が
い
い
で

す
か
？
」
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。「
処

置
が
上
手
い
人
」
な
ど
の
回

答
が
多
い
と
思
っ
た
ら
、
ト

ッ
プ
は
「
明
る
い
人
」で
し
た
。

気
持
ち
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。

暗
い
人
が
出
て
き
た
ら
最
悪

で
す
（
会
場
笑
い
）。

　

上
の
３
つ
を
セ
ッ
ト
で
働

い
た
ら
「
働
き
が
い
」
に
な

る
ん
で
す
。
し
か
し
、
悲
し

い
こ
と
に
こ
こ
に
は

社
会
の
仕
組
み
が
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
働
く
向
こ
う

側
に
「
利
潤
最
優

先
」
と
い
う
「
儲
け

ば
っ
か
り
」
の
考
え

方
「
資
本
主
義
」
と

い
う
仕
組
み
が
あ
り

ま
す
。
２
０
０
５
年

に
１
０
７
名
が
死
亡
、

５
６
２
名
が
負
傷
し

た
「
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線

脱
線
事
故
」
が
あ
り

ま
し
た
。
事
故
を
起
こ
し
た

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
詰
所
の
一
番

に
「
稼
ぐ
」
が
あ
る
ん
で
す
。

普
通
は
「
安
全
」で
し
ょ
。「
人

を
運
ぶ
」 Ｊ
Ｒ
で
さ
え
儲
け

る
事
が
目
的
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
。

法
人
税
減
税
の「
穴
」を

消
費
税
で
穴
埋
め

　

私
た
ち
は
財
界
が
経
済
を

握
っ
て
い
る
資
本
主
義
の
中

で
生
き
て
い
ま
す
。
国
民
か

ら
吸
い
上
げ
た
税
金
を
何
に

使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

今
皆
さ
ん
が
働
い
て
い
る
医

療
機
関
は
国
の
予
算
と
深
く

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
与
党

は
財
界
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
て
、
た
く
さ
ん
お
金
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
見
返

り
で
与
党
は
法
人
税
を
ど
ん

ど
ん
安
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

法
人
税
の
減
税
で
空
い
た

穴
を
国
民
か
ら
「
消
費
税
」

を
と
っ
て
穴
埋
め
す
る
ん
で

す
。
だ
か
ら
消
費
税
は
社
会

保
障
に
回
ら
な
い
。
皆
さ
ん

の
お
給
料
、労
働
時
間
、人
数
、

こ
れ
ら
は
全
部
医
療
の
予
算

か
ら
出
て
い
ま
す
が
、
ず
っ

と
削
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。

な
ぜ
で
す
か
？
赤
字
だ
か
ら
。

な
ぜ
赤
字
？
そ
れ
は
、
ま
と

も
に
財
界
・
企
業
か
ら
法
人

税
を
取
ら
な
い
か
ら
で
す
よ
。

　

医
療
現
場
の
ベ
ッ
ド
追
い

出
し
等
の
問
題
も
全
て
医
療

制
度
が
改
悪
さ
れ
続
け
て
い

る
か
ら
な
ん
で
す
。
予
算
が

削
ら
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
制

度
が
改
悪
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
。
そ
ん
な
中
で
働
く
労
働

者
は
働
き
が
い
も
生
き
が
い

も
奪
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
わ
か
れ
ば
ど
う

し
ま
す
か
？
た
た
か
う
し
か

な
い
で
す
よ
ね
。
し
か
し
、

１
人
で
は
到
底
た
た
か
え
ま

せ
ん
。
こ
こ
で
「
労
働
組
合
」

で
す
。
組
合
は
本
当
に
大
切

な
ん
で
す
。
あ
る
と
無
い
と

で
は
大
違
い
。
有
給
休
暇
一

つ
取
っ
て
も
組
合
が
あ
る
か

ど
う
か
で
違
い
ま
す
。
組
合

が
な
い
と
休
み
が
と
れ
ま
せ

ん
。

　

組
合
っ
て
医
療
の
邪
魔
、

経
営
の
邪
魔
を
す
る
と
思
っ

て
い
る
人
が
い
ま
す
が
そ
れ

は
違
い
ま
す
。
組
合
の
原
点

は
「
患
者
さ
ん
の
た
め
に
良

い
医
療
が
し
た
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
元
気
で
優
れ
た

ス
タ
ッ
フ
が
た
く
さ
ん
い
た

ら
安
心
・
安
全
の
医
療
が
で

き
る
ん
で
す
。

医
療
の
予
算
削
減・

制
度
改
悪
は
憲
法
違
反

　

憲
法
25
条
（
表
）で
は
「
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
」
が
保
証

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い

う
「
健
康
」
は
心
も
体
も
両

方
で
す
。
心
を
元
気
に
す
る

た
め
に
は
文
化
が
必
要
。
だ

か
ら
「
文
化
的
」
と
い
う
言

葉
が
入
っ
て
い
る
ん
だ
そ
う

で
す
。
今
自
分
の
心
を
わ
く

わ
く
さ
せ
る
文
化
は
何
で
す

か
？
（
隣
の
人
と
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
会
場
か
ら
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
映
画
な
ど
の
意

見
が
出
ま
し
た
）
文
化
を
楽

し
む
に
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
お
金
が
必

要
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
、
次

の
文
に
し
っ
か
り
書
い
て
あ

る
ん
で
す
。「
最
低
限
度
の

生
活
」
と
は
生
活
保
護
の
こ

と
で
す
。
だ
か
ら
生
活
保
護

を
も
ら
っ
て
い
る
人
は
コ
ン

サ
ー
ト
に
行
け
る
く
ら
い
の

お
金
を
も
ら
え
て
当
然
な
ん

で
す
。「
社
会
福
祉
」
は
児

童
福
祉
と
生
涯
福
祉
、「
公

衆
衛
生
」
に
は
病
院
が
含
ま

れ
ま
す
。
そ
し
て
「
向
上
及

び
増
進
」
は
「
予
算
を
増
や

し
て
制
度
を
良
く
し
な
さ

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
誰

が
？
今
の
与
党
で
す
。
ま
っ

た
く
や
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。

ど
ん
ど
ん
予
算
を
削
っ
て
い

る
ん
で
す
。
だ
か
ら
今
の
安

倍
首
相
は
明
ら
か
に
憲
法
違

反
で
す
よ
。
25
条
違
反
な
ん

で
す
。何

を
す
る
に
も

知
識
が
必
要

　

憲
法
は
全
て
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
99
条
を
見
て
く
だ

さ
い
。
権
力
を
持
つ
人
が
憲

法
を
守
る
よ
う
に
書
い
て
あ

り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
で
し

ょ
？
日
本
国
憲
法
の
99
条
は

本
当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。

総
理
を
含
む
大
臣
、
国
会
議

員
ら
は
「
戦
争
放
棄
」、「
基

本
的
人
権
」「
個
人
の
尊
重
」

「
生
存
権
」
全
て
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
27

条
を
見
て
く
だ
さ
い
。「
賃

金
」、「
就
業
時
間
」「
休
息
」、

こ
ん
な
事
も
書
い
て
あ
る
ん

で
す
。
し
か
も
法
で
定
め
な

さ
い
と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

労
働
基
準
法
で
す
。

　

資
本
主
義
に
は
次
の
よ
う

な
法
則
が
あ
り
ま
す
。
財
界

は
利
益
に
狂
っ
て
「
賃
下
げ
」

を
し
ま
す
、「
時
間
を
長
く
」

し
ま
す
、「
人
員
削
減
」
を

し
ま
す
。
こ
れ
が
資
本
家
で

す
。
ほ
っ
と
い
た
ら
規
準
は

守
り
ま
せ
ん
。
８
時
間
以
上

何
時
間
で
も
働
か
せ
よ
う
と

し
ま
す
。だ
か
ら
組
合
が
「
賃

上
げ
」、「
時
間
短
縮
」、「
増

員
要
求
」、
こ
う
い
う
こ
と

を
や
ら
な
い
と
27
条
は
書
い

て
あ
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
（
図
）。
ど
う
や
っ

た
ら
出
来
る
か
？
そ
こ
で
労

働
組
合
な
ん
で
す
。
つ
ま
り

団
結
で
す
。
そ
こ
ま
で
憲
法

に
は
書
い
て
あ
り
ま
す
。
28

条
を
見
て
く
だ
さ
い
。
団
結

す
る
権
利
、
団
体
交
渉
す
る

権
利
、
団
体
行
動
（
ス
ト
ラ

イ
キ
等
）
を
憲
法
は
保
障
し

て
い
ま
す
。

　

労
働
組
合
の
任
務
は
経
済

闘
争
・
政
治
闘
争
・
思
想
闘

争（
学
習
・
教
育
）で
す
。
使

用
者
と
の
経
済
闘
争
は
当
然

で
す
が
、
医
療
は
国
の
予
算

が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

予
算
は
内
閣
で
原
案
が
作
ら

れ
、
国
会
で
決
ま
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
そ
ん
な
予
算

お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
か
！！
」
と

声
を
あ
げ
る
政
治
闘
争
が
必

要
で
す
。
だ
け
ど
政
治
や
政

策
は
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
思
想
闘
争
が
必
要
な

ん
で
す
。
は
っ
き
り
言
っ
て
た

た
か
う
事
は
と
て
も
大
変
な

事
で
す
。
団
体
交
渉
す
る
に

も
す
ご
い
知
識
が
必
要
で
し

ょ
？
知
識
が
必
要
な
ん
で
す
。

「
無
知
は
無
力
」
な
ん
で
す
。

大
阪
弁
で
言
え
ば
「
ア
ホ
は

ア
カ
ン
」
で
す
（
会
場
笑
）。

反
対
に
「
知
は
力
」。
知
識

が
あ
れ
ば
組
合
も
強
く
な
り

人
も
増
え
ま
す
。
だ
か
ら
し

っ
か
り
勉
強
し
、
組
合
を
強

く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（表）

（図）

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
げ
て
ま
す
か
？

第
１
女
性
分
科
会

組
合
を
知
っ
て
仲
間
づ
く
り

組
合
を
知
っ
て
仲
間
づ
く
り

三
厚
労
　
　
青
年
部
新
人
研
修
会

財界

増
員

人
員
削
減

労
働
時
間
短
縮

長
時
間
労
働

賃
上
げ

賃
下
げ

労働組合

第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、
すべての生活部面について、社会福
祉、社会保障及び公衆衛生の向上及
び増進に努めなければならない。

第27条　すべて国民は、勤労の権利を有し、義
務を負ふ。賃金、就業時間、休息その
他の勤労条件に関する基準は、法律で
これを定める。児童は、これを酷使して
はならない。

第28条　勤労者の団結する権利及び団体交渉
その他の団体行動をする権利は、これ
を保障する。

第99条　天皇又は摂政及び国務大臣、国会議
員、裁判官その他の公務員は、この憲
法を尊重し擁護する義務を負ふ。

　
18
労
働
学
校
の
記
念
講
演
で
は
「
医
療
労
働
者
の
生
き
が
い
・
働
き
が

い
と
労
働
組
合
」
と
題
し
、
関
西
勤
労
者
教
育
協
会
副
会
長
の
中
田
進
先

生
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
労
働
組
合
が
あ
る
と
無
い
と
で
は
大
違

い
で
す
」
と
始
ま
っ
た
講
演
は
、
働
く
事
と
労
働
組
合
の
関
わ
り
を
参
加

者
に
わ
か
り
や
す
く
、面
白
く
伝
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。（
以
下
講
演
よ
り
）

「
知
は
力
」 

学
習
こ
そ
組
合
の
力
に

〈男女雇用機会均等法第9条第3項（抄）〉
　事業主は、その雇用する女性労働
者が妊娠したこと、出産したこと、
その他の妊娠又は出産に関する事由
であって厚生労働省で定めるものを
理由として、当該女性労働者に対し
て解雇その他不利益な取扱をしては
ならない。

〈育児・介護休業法第10条〉
　事業主は、労働者が育児休業の申
出をし、又は育児休業をしたことを
理由として、当該労働者に対して解
雇その他不利益な取扱いをしてはな
らない。

不利益取扱いの禁止不利益取扱いの禁止

（3） 2018年６月20日 第458号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2018年６月20日 第458号全 厚 労 ニ ュ ー ス
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。４
月
号
の
答
え
は
「
ド
ウ
ブ
ツ
エ
ン
」で
、

当
選
倍
率
は
２
・
９
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
）
で
し
た
。

■
■
■
■
■
■
■

　

週
末
の
銀
座
を1

人
飲
み
歩
く
。
あ
ち

こ
ち
に
人
、
人
、
人
、

ま
さ
に
カ
オ
ス
状

態
！
と
あ
る
店
は
満

員
電
車
並
の
人
、
人
、

人
、
こ
れ
は
ダ
ン
ゴ

状
態
！
カ
ウ
ン
タ
ー

席
で
ビ
ー
ル
片
手
に

つ
ま
み
。
目
線
の
先

は
女
性
で
は
な
く
、

店
員
の
手
つ
き
。
さ

す
が
銀
座
、
早
く
、

正
確
、
そ
し
て
綺
麗
！
そ
し
て

こ
う
思
う
、
自
分
た
ち
の
仕
事

も
こ
ん
な
風
に
患
者
さ
ん
や
そ

の
家
族
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
か

ら
見
ら
れ
て
る
ん
だ
ろ
う
な
っ

て
！
な
に
か
と
年
を
感
じ
た
週

末
の
銀
座
編
で
し
た
。  （
Ｔ
Ｍ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　茨城県の水戸協同病院で診療放射線技師
として働いています。診療放射線技師にな
って11年目ですが、今の職場に入職して８
年目です。最初は、団体交渉の時に後ろの
方にいる組合員でしたが、いつの間にか支
部副執行委員長になり、がむしゃらに頑張
るうちに支部執行委員長と中央副執行委員
長を兼任するようになってしまいました。
それでもまだ、「これでいいのか？」と悩み
ながら組合活動をする日々です。茨厚労も

いろいろな問題がありますが、まわりの仲間と協力して、各県に自慢
できるような労働組合を作っていきたいと思います。

　広厚労尾道支部、検査科・
久保田光とリハビリ・中村
達也を紹介するけぇ～の～。
　現在青年部の委員長、副
委員長として組合活動を
「ぶち(とても)頑張っとる
んで～。」久保田君はマラ
ソン、中村君は一人呑みを
趣味として私生活でも充実
した生活を送っとるけぇ～
楽しいんじゃ～。２人とも
組合に対する想いは強く「今後は僕達が組合を引っ張る。この組合旗
を僕たちが引き継ぐ。」と意気込んどるけぇ～みんな頼むで～。
　全国の皆さん、久保田光、中村達也が広島を引っ張るけ～、定期大
会や集会でみかけたらみんな声をかけてや～。よろしゅう頼むで～。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第132回は茨城と広島にお願い
しました。

頑張る仲間

茨城　大坪晋輔さん

広島　久保田光(左)さん・中村達也(右)さん

スマホからすべて投稿できます★

クロスワードの投稿もQRコードからできます。氏名・住所・
希望景品（図書カード又はクオカード）は必須事項です。投稿
数に応じてポイントが貯まります。
今年度からハガキでもポイントが貯まります☆

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆４月号で募集した「聞かせて・教えて」結果発表☆
質問１　初めてのお給料何に使う（使った）？
「親へのプレゼント」が11票で最多でした。感謝の気持ちって伝
えないと伝わらないですよね。持ち続けたい大切な気持ちですね。
質問２　給料明細で高いと感じるものは？
「所得税」が６票で最多、次に「保険料」と「年金」が５票で
同率となりました。法人税は年々減税される一方、国民一人ひ
とりの負担は上がり続ける…。全然トリクルダウンしていない
のが現実ですね。

質問１　６月号で一番興味があった面は？
Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面　

質問２　暑い日に食べたくなるものは？
Ａ＝冷やし中華　Ｂ＝アイス
Ｃ＝生ビール　Ｄ＝その他

意見・要望　質問２のＤ「その他」の答え

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

　

時
間
外
の
会
議
が
多
い
で
す

が
、
月
１
度
の
病
棟
会
議
は
必

要
と
思
っ
て
い
ま
す
。
報
告
は

な
く
し
て
、
話
し
合
え
る
１
時

間
で
工
夫
し
て
い
ま
す
が
。
リ

ー
ダ
ー
会
、
新
人
係
会
な
ど
な

ど
、
会
議
は
多
い
現
実
。
時
間

外
を
請
求
さ
れ
た
ら
認
め
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
す
ね…

？

（
長
野
）

―
―
時
間
外
労
働
は
極
力
少
な

い
ほ
う
が
良
い
で
す
。
人

員
を
増
や
す
よ
う
に
交
渉

し
て
、
時
間
内
に
行
な
え

る
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

（
Ｙ
Ｓ
）

　 

前
回
の
読
者
の
声
の
方
も
今

年
で
定
年
の
よ
う
で
す
が
、
私

も
同
じ
で
す
。
は
た
し
て
年
休

が
ど
の
く
ら
い
と
れ
る
も
の
か
、

師
長
イ
ヤ
ら
し
い
の
で
！　（

徳
島
）

―
―
ど
こ
の
県
連
も
同
じ
で
す

ね
。
後
々
の
人
た
ち
の
た

め
に
も
年
休
使
い
き
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。（
Ｔ
Ｍ
）

　

毎
月
、
組
合
活
動
の
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
掲
載
し
て
い
た

だ
き
、
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
職

場
環
境
が
提
供
す
る
医
療
の
質

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
組
合
活
動
の
大
切
さ
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。        

（
長
野
）

―
―
最
近
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
影
響

力
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

情
報
を
い
か
に
活
用
し
て

い
く
か
が
重
要
で
す
ね
！

ま
さ
し
く
知
って
知
ら
せ
る

組
合
活
動
の
真
髄
だ
と
思

い
ま
す
。            （
Ｓ
Ｚ
）

　

Ｋ
’ｓ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
秋

田
で
行
わ
れ
る
と
知
り
、
ど
ん

な
事
を
す
る
の
だ
ろ
う
と
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
今
年

で
３
年
目
な
の
で
、Ｋ
’ｓ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
存
在
は
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
か
け
が
え
の

な
い
仲
間
が
出
来
る
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。    

（
秋
田
）

―
―
私
も
何
回
か
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
楽

し
い
思
い
出
と
仲
間
が
た

く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
今

後
の
糧
に
な
り
ま
す
。
全

厚
労
青
年
委
員
が
頑
張

っ
て
企
画
を
練
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
楽
し
ん
で

参
加
し
て
き
て
く
だ
さ
い

ね
!!               （
Ｓ
Ｎ
）

（4）2018年６月20日 第458号全 厚 労 ニ ュ ー ス


